
事業名 内容 補助率 申請先・方法
【Ｒ７補正】
国産飼料生産・利用拡大緊急対
策事業のうち飼料生産組織の運
営強化支援のうち
①飼料生産組織の基盤強化支援
②飼料生産組織の規模拡大支援

飼料生産組織（ＪＡ、農地所有適格法人、３戸
以上の農家組織など）が飼料生産の作業受託、販
売の規模拡大や省力化を図るために必要な機械導
入などを支援

※対象…作業機械、飼料専用運搬車、堆肥散布車、
簡易倉庫の設置

※①の対策は、地域計画に位置付けられた者

1/2以内 北海道農政事務所
※国が行う公募に
応募

【Ｒ７補正】
国産飼料生産・利用拡大緊急対
策事業のうち飼料生産組織の運
営強化支援のうち
③飼料生産組織による安定的な
国産飼料供給支援

飼料生産組織が畜産農家等と５年以上の長期契
約を結び、飼料の生産・販売、作業受託等の規模
を拡大する取組に対し、拡大した面積に応じて支
援（拡大分面積払い）

左記の
とおり

農林水産省が選定
した全国団体に応
募

【Ｒ７補正】
国産飼料生産・利用拡大緊急対
策事業のうち国産飼料の流通推
進・利用拡大対策のうち
④国産飼料流通拠点整備対策

飼料生産組織やＪＡ等が行う国産飼料の販売拡
大を図るために必要な流通拠点の整備を支援

※対象…飼料保管施設、計量施設、成形・加工施
設、乾燥調製施設 など

※稲ＷＣＳに関する施設の場合は、年間の販売量
が15トン以上であること

1/2以内 北海道農政事務所
※国が行う公募に
応募

【Ｒ７補正】
国産飼料生産・利用拡大緊急対
策事業のうち
⑤生産性の高い持続可能な飼料
産地形成支援

飼料生産組織を核として、国産飼料の生産・利
用の連携体制の構築・強化に向けた総合的な実証
（※）に取り組もうとする地域をモデル的に支援

※飼料生産組織の人材確保・育成、飼料生産利用
機械等の導入、放牧利用の促進 など

1/2以内
定額

北海道農政事務所
※国が行う公募に
応募

※要望調査あり

強い農業づくり総合支援交付金 稲ＷＣＳなどの国産粗飼料の調製、保管施設の
整備等を支援

1/2以内 道の要望調査での
報告

【Ｒ７補正】
産地生産基盤パワーアップ事業

稲ＷＣＳの生産、収穫、調製などに係る機械の
購入、リース導入

1/2以内 道の要望調査での
報告

水田活用の直接支払交付金 戦略作物助成 80,000円/10a
※このほか、産地交付金による支援が行われる場合があります。

左記の
とおり

地域農業再生協議
会を通じて申請

【稲ＷＣＳを生産する農家向け】 ※当初予算の事業はＲ７当初予算の内容で作成しています。

事業名 内容 補助率 申請先・方法
【Ｒ７補正】
国産飼料生産・利用拡大緊急対
策事業のうち
①国産飼料の流通推進・利用拡
大対策

国産粗飼料取扱業者が、畜産農家と複数年の販
売契約を締結し、国産粗飼料の流通定着化を行う
取組に対し、畜産農家での国産粗飼料の購入拡大
量を対象に、輸送距離ごとの単価で支援（拡大分
数量払い）

左記の
とおり

農林水産省が選定
した全国団体に応
募

【Ｒ７補正】
国産飼料の流通推進・利用拡大
対策のうち
②国産飼料流通拠点整備対策

国産飼料を購入する畜産農家組織（農地所有適
格法人、３戸以上の畜産農家等）が行う国産飼料
の販売拡大を図るために必要な流通拠点の整備を
支援

※対象…飼料保管施設、計量施設、成形・加工施
設、乾燥調製施設 など

※稲ＷＣＳに関する施設の場合は、年間の販売量
が15トン以上であること

1/2以内 北海道農政事務所
※国が行う公募に
応募

【稲ＷＣＳを利用する畜産農家向け】

※1000km以上の２区分は、効率的な輸送に関する要件
を満たす必要

稲発酵粗飼料の普及に向けて

○ 稲ＷＣＳは、全国的に、需要に応じた用途別の米生産に取り組んでい
く中で、作付けが増加してきました。

○ 本道では、近年、急激なペースで作付けが増加してきた一方で、水田
農家において、畜産農家が求める品質の稲ＷＣＳをどのように生産した
らよいのかや、酪農家においても、どのように飼料設計して利用したら
よいのかについて、知見が少ないことが課題です。

本道における稲ＷＣＳの栽培状況

近年、道内では水田を活用して栽培できる稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）の栽培
が増えていますが、乳用牛での利用は十分に進んでいません。

このため、道では、稲ＷＣＳの生産に取り組む水田農家や、稲ＷＣＳの利用
を考えている酪農家の参考になる情報をまとめたリーフレットを作成しました。

稲ＷＣＳに関する主な支援策

（ha）

稲ＷＣＳの作付面積の推移（左軸：全国、右軸：北海道）

令和８年３月
作成：北海道農政部生産振興局畜産振興課

空知農業改良普及センター、上川農業改良普及センター
協力：酪農学園大学

トン当たり単価
50km以上 2,000円以内 100km以上 5,000円以内

500km以上 10,000円以内 1000km以上 15,000円以内
1500km以上 20,000円以内

支援単価：（１年目）12,000円/10a以内
（２年目） 5,000円/10a以内



道では、稲ＷＣＳの乳用牛での利用拡大を進めるため、令和６年度に
酪農学園大学への委託により、乳用牛への給与実証を行いました。

【実施方法】
乳用牛26頭を２群に分け、稲ＷＣＳ（上川産）を含むＴＭＲと、含ま

ないＴＭＲをそれぞれの群に14日間給与し、乳量や乳成分などを調査。

稲ＷＣＳの乳用牛への給与実証

対照区ＴＭＲ 試験区ＴＭＲ
牧草サイレージ 33.2 16.7
稲ＷＣＳ － 16.5
コーンサイレージ 24.5 24.5
乳牛用配合飼料 34.4 34.4
ビートパルプ 4.7 4.7
大豆かす 1.3 1.3
加熱大豆かす 1.9 1.9

○ ＴＭＲの構成割合（％ＤＭ）

対照区ＴＭＲ 試験区ＴＭＲ 牧草サイレージ 稲ＷＣＳ
水分含量（％） 49.2 50.8 60.4 67.7
ＣＰ含量（％） 16.2 15.8 11.7 9.4
ＮＤＦ含量（％） 38.8 38.9 66.5 45.9
ＡＤＦ含量（％） 19.8 19.3 41.5 29.7
デンプン含量（％） 22.0 21.8 － 20.5
ＮＦＣ含量（％） 34.7 34.7 11.7 34.1
ＥＥ含量（％） 5.8 4.7 3.7 2.9
ＴＤＮ含量（％） 70.6 68.7 55.5 62.8

○ ＴＭＲ、牧草サイレージ、稲ＷＣＳの化学成分値

※ＣＰ：粗タンパク質、ＮＤＦ：中性デタージェント繊維、ＡＤＦ：酸性デタージェント繊維、
ＮＦＣ：非繊維性炭水化物、ＥＥ：粗脂肪、ＴＤＮ：可消化養分総量

【試験結果の概要】
・ 乳量は対照区の方が２kg多くなったが、統計学的な有意差は無し。
・ 乳脂肪分を含めた成分の割合や生産量、脂肪酸組成割合など、その

ほかの数値も、統計学的な有意差は無し。

対照区
（稲ＷＣＳ無し）

試験区
（稲ＷＣＳ有り）

日平均の乳量（kg） 30.8±9.7 28.4±9.6
成分値 乳脂肪（％） 4.4±0.4 5.1±1.2
生産量 乳脂肪（kg） 1.4±0.5 1.3±0.2

牧草サイレージ、コーンサイレージ主体のＴＭＲで、牧草サイレージ
の半分を稲ＷＣＳに置き換えても、乳量・乳生産量には影響がなく、牧
草サイレージの一部代替として利用できることがわかった。

※ 稲ＷＣＳの割合をさらに増やしたＴＭＲでの試験も実施中！

試験区ＴＭＲは、牧草サイレージの
半分を稲ＷＣＳに置き換え

稲ＷＣＳ 試験区ＴＭＲ
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空知管内の稲ＷＣＳの栽培事例 ～ 乾田直播

上川管内の稲ＷＣＳの栽培事例 ～ 移植

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

○栽培履歴

播種 落水 収穫

経営形態 生産者集団

栽培面積 250ha（Ｒ７年産）

栽培品種 えみまる

栽培のポイント

・品質を確保しつつ、
投入コストを低く抑
える。

・泥がつかないように
留意。作期中の溝切
りなどは行わない。

・雑草を防ぐための除
草体系の検討と組織
内での共有

○栽培情報

ラッピングマシーン→

←モアコンディショナー

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

○栽培履歴

播種 落水 収穫

経営形態 生産者集団

栽培面積 165ha（Ｒ７年産）

栽培品種
風の子もち
きたゆきもち

栽培のポイント

・７月下旬から収穫す
るために、６月下旬
から７月上旬に落水
する。

・水分率55％以下で収
穫するために、収穫
前には水分計で確認
を徹底。

○栽培情報

収穫前の水分率確認→

←予乾の様子

育苗 移植


